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キッズ・モニターアンケートの概要 
「農林水産業と農林水産物について」 

 
アンケートの実施結果は、以下のとおりでした。 

キッズ・モニターのみなさん、ご協力ありがとうございました。 

 

概要 

１．実施期間 令和７年１月３１日（金）～令和７年２月１７日（月） 

２．回答者数 151人 

３．回 答 率 25.8％（151人／586人） 

４．実施方法 インターネットによるモニター調査 

５．担 当 課 農林水産部 フードイノベーション課 

 

 

アンケート結果概要  

 

Q１ あなたの年代はどれですか。 

【単一回答】   

 

今回答えていただいた方の年代は、下のグラフのようになりました。 
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今回は、１９の市や町に住んでいる方に、ご協力いただきました。 

 
住んでいる市町（回答人数が多い順） 

津市、松阪市、鈴鹿市、四日市市、桑名市、名張市、菰野町、伊勢市、亀山市、

尾鷲市、伊賀市、御浜町、いなべ市、東員町、朝日町、熊野市、志摩市、川越

町、紀宝町 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

Q2  あなたの住んでいる市（町）を教えてください。 

                           【単一回答】 
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「知っていた」と回答した人は９１％でした。 
地元の食材を使った給食が県内多くの学校で提供されており、みなさんも関

心を持ってくれている人が多いことがわかりました。 

 

   

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q３ 三重県は、南北に長く、山も海もあることから、お米や野菜、果 

物、お茶、お肉、卵、キノコ、魚など、いろいろな農林水産物が 

生産されています。 

地元の食べ物を知る機会として、学校でも地元の食材を使った給 

食に取り組んでいます。 

あなたは、月に１回くらい地元の食材がたくさん使われた給食が 

提供（ていきょう）されていることを知っていましたか。 

 

【単一回答】  
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「地元（住んでいる市（町）や三重県）の農林水産物を食べたい」と回答した

人がどの年代でも１番多く、全体では６４％でした。 

 

また、「地元の農林水産物を食べたい」と回答した人は年代が大きいほど多

い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

Q４ あなたは、おうちや給食で、地元の農林水産物を使った食事を食べ

たいですか。 

【単一回答】  
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以下の選択肢から、選んでもらいました。 

① 地元で生産された、新鮮（しんせん）な食べ物を買うことができる。 

② 身近なところで生産された食べ物には安心感がある。 

③ 地元の伝統的（でんとうてき）な食べ物や、食べ方がわかる。 

④ 地元の農林水産業を知ることができる。 

⑤ 食べ物を運ぶために使うエネルギーが少なくてすむので 

環境（かんきょう）にやさしい。 

⑥ 地元で生産してくれた人たちを応援（おうえん）することができる。 

⑦ 食べ物の旬（しゅん）（野菜や魚などがとれる季節、おいしい季節）が 

わかる。 

⑧ その他 

 
  
「新鮮な食べ物を買うことができる」を選んだ人が９１％（１３７人）で１番

多く、地元の食材に新鮮なイメージを持つ人が多いことがわかりました。 
２番目は「安心感がある」（６０％、９１人）、３番目は「環境にやさしい」（５

７％、８６人）でした。 
 
「その他」の回答には、「地元の有機農産物を購入することは地域の環境負荷

を減らすことにつながる」といった回答がありました。 

 

 

 

Q５ 「地産地消」（地域（ちいき）で生産されたものを、その地域で食べ

たり使ったりすること）」のよいと思うことをえらんでください。 

 

【複数回答】  
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以下の選択肢から、選んでもらいました。 

① 農業体験（学校や家で野菜などを育てることを含（ふく）む） 

② 農場・牧場・漁港などへの社会見学 

③ 自分たちで育てたり収穫（しゅうかく）した食べ物や、 

地域の食べ物を使った調理実習 

④ 地域の農林水産物を使った学校給食 

⑤ 学校での社会や生活などの授業 

⑥ 学校で特別な先生が来て行う授業 

⑦ 地域のイベント 

⑧ その他 

 

１５１人中１４９人の人が１つ以上回答してくれました。 

全体では、「④地域の農林水産物を使った学校給食」を選んだ人が６０％（９

０人）と１番多く、学校の給食に使われている地域の農林水産物を意識して食

べていることがわかりました。 

２番目に多かったのは「①農業体験（学校や家で野菜などを育てることを含

（ふく）む）」で、５４％（８２人）となり、多くの人が自分で野菜などを育

てたりする農業体験を経験していることがわかりました。 

「その他」の回答としては、「給食センターの管理栄養士さんが「食育」の

授業な来てくださって、『地産地消』について教えてくださった」といったも

のがありました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

Q６ 地域の農林水産業や農林水産物を知ることができる体験や授業（じ

ゅぎょう）の中で、あなたが経験（けいけん）したことがあるもの

を教えてください。 

【複数回答】  
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「特に楽しかったり、よく覚えている体験」で１番多かった回答は、「自分で
育てたり、収穫したものを食べた」という内容で、７８人（約５２%）がその体
験について書いてくれました。 

特に、芋ほり、田植え・稲刈り、野菜の栽培が多くありました。感想として、

「おいしかった」「楽しかった」という感想が多く、自分たちで作ったもの、み
んなで食べるものは特においしく、記憶に残る体験になることがわかりました。 

 また、作ることの大変さや、食べ物のありがたさを感じた、という感想もあり

ました。 

次に多かったのは「学校給食」について２９人（約１９％）が回答してくれま

した。伊賀牛、松阪牛、タイ、伊勢茶などの地域の食材を使った給食が提供され

ており、地域の食材に親しみをもつ良い機会になっていることがわかりました。 

 

回答（一部） 

小学校でもち米、米を植え、収穫し、もちつきをした。 

地元の農園の方が、食についての教室を、小学校の授業で開いてくれた。 

親子で、四日市の朝市体験に参加し、地産地消について学んだ。 

お米や野菜をイネから育てて実際に料理したことで食材に対して関心を高めること

ができた。また、友達と一緒に収穫したことは楽しかった。 

<社会の授業> 

・地産地消のことについて学んだ。 

・地域ごとに工夫したり独自の有名なものがあることを知った。 

・地産地消は、野菜などを作ってくれている農家の人達や私達にその野菜を届けて

くれている人たち、いろいろな人にいいことがあるんだと知った。 

家の庭でトマトやなすさつまいもを育ててを収穫した時が楽しかった。 

それを食べた時はいつもより美味しく感じた。  

献立表に地場産マークの付いた給食のある日、メニューが楽しみだった。 

学校での授業で産地直入の野菜や果物などが売っている四季菜というところで野菜

などをつくった人のことについて書かれているのを見て安心して買うことができる

なと思ったこと。 

地域の食材を使った調理イベントに参加し、楽しかったし、美味しかったし、勉強

になったのでよくおぼえている 

米作り。田植えをしてかかしを作り、収穫して、苦労や喜びを知ることができた。 

Ｑ７ Ｑ６で答えた中で、あなたが特に楽しかったり、よくおぼえてい

るものをくわしく教えてください。（１～３こまで） 

 

【自由回答】  
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松阪市は松阪牛のすき焼が給食で出てきて、嬉しかったです。美味しかったです。 

自分が住んでいる松阪市の代表的なお野菜である松阪赤菜を中学生の時中学校で育

てたことです。育てているうちに愛着が湧いてきて、実際育ててみた野菜を食べる

ともっと美味しく感じました。 

小学校の授業で、野菜やお米を作りました。とてもおいしくいただいたのですが、

育てるのには、とても時間がかかるのに、食べるのは一瞬だな、と思ったのを記憶

しています。食べ物のありがたみがよく分かりました。 

小学生の頃、魚屋さんに行って魚捌き体験をしたり、田植え体験をした事がすごく

印象的だし楽しかった。 

小学校の給食で伊賀牛の牛丼が出たこと。めちゃくちゃ美味しかった。 

小学校にある畑で大根を育てた事。 

小学生の時は畑でサツマイモ、中学生の時はプランターでイチゴを育てて収穫しま

した。イチゴは学年末にプランターごと持ち帰ることができたので家に持って帰

り、育てていました。翌年にも実をつけて家族で食べたことが思い出です。 

畑でみんなで作物を育てて収穫体験をして、虫に刺されたり、足が泥だらけになっ

たりしたけど、楽しかったです。 

芋掘り。掘るのが大変だったけど、学校の秋祭りで購入して食べた焼き芋がとても

美味しかった。 

とうもろこしを育てて収穫。水やりなど頑張って育てて、大きいのが収穫できて、

調理実習で食べて美味しかった。とうもろこしが大好きで、いつもはスーパーで売

られている粒だけのとうもろこしを食べていたけど、こんなふうにとうもろこしが

できるんだな、とはじめて知った。 

学校の給食で、月一回地元の食材をいくつか使ったものが出て、特に印象に残った

ものは、伊勢茶を使ったゼリーで、美味しかったです。 

地域のイベントで、母が、地元の野菜を買っていたこと。日本特産の野菜などが少

ないこと。そのうち、輸入だけになってしまうのかと不安です。 

真珠養殖の見学に行った。 

学校の皆で育てた野菜を調理実習した事。クラスの子達と共同作業も出来て少し仲

良くなれた。 

地域イベントで、田植えと収穫体験をしました。田植えは、裸足でしたのですが、

なんともいえない感触でした。 

小学校の時に大豆を育てて挽いてきな粉にして、餅つき集会をして学校のみんなや

お世話になった人にふるまったり、味噌を仕込んで次の年に味噌パーティーをした

りといった経験をたくさんさせてもらったこと。地域の方々にたくさん教えてもら

いました。 

給食で、地元の鯛が出て、おいしかったです。 

小学 1 年生の時に、芋ほりをして、栄養教諭さんが鬼まんを作ってくれて食べたこ

と。地域の食材で作った給食がおいしい。 
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農業体験などを経験してよかったことについては、「食べ物を大切にしようと

思った」を選んだ人が１０６人（全体の約７０％）、「作ってくれた人への「あり

がとう」の気持ちが強くなった」を選んだ人が８０人（全体の約５３％）で、半

数以上の人が選んでくれました。 

 

また、「嫌（きら）いな食べ物が減（へ）った」は１０人（全体の約７％）と

一番少なく、どの年代でも一番少ない結果となりました。 

 

「その他」の回答としては、「作ってくれてる人の大変さがわかった」「作業

が楽しかった」「味が良かった」といったものがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q８ Ｑ６の体験や勉強をして、どんないいことがありましたか。 

 

【複数回答】  
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農林水産業のイメージとしては、「たいへんそう、しんどそう」を選んだ人が
１１３人（全体の約７５％）と１番多く、次に「みんなの生活を支（ささ）える
大切な仕事」が６８人（全体の約４５％）、「自然の中ではたらくことができる」
が６０人（全体の約４０％）となりました。 

 

その他の回答としては、「とても大切だが、年々少なくなってきている」、「高

齢化」、「体力がいる」、「大切さを認識していない大人が多い」といったものがあ
りました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Q９ 「農林水産業」にはどんなイメージがありますか。 

 

【複数回答】  
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知っている三重県の農林水産物を書いてもらったところ、４９３個の回答が
あり、海のもの、山のもの、野菜、畜産物や料理など、はば広い回答がありまし
た。中でも、「伊勢えび」「松阪牛」「米」「茶」「みかん」「なばな」は特に多くな
りました。 

また、桑名の人は「はまぐり」、四日市の人は「茶」をほとんどの人が回答し
ていたり、「石榑茶（いなべ市）」「岩清水豚（御浜町）」「甘夏（尾鷲市）」「嬉野
大根・松阪赤菜（松阪市）」など、地域の特産品を回答してくれたりと、地域の

食材に関心を持ってくれていることがわかりました。 
 

Q10 あなたが知っている三重県の農林水産物を教えてください。（有名

だと思うもの、よく食べるものなど、１０こまで。） 

【自由回答】  

種類 合計 回答内容　（）の中の数字は回答人数、20名以上の場合は赤字

海・川のもの 165

1 海鮮物(１)

魚 29
魚(６)、アジ(２)、アナゴ(２)、ウナギ(２)、カツオ(１)、カマス(１)、こうなご
(２)、サケ(１)、サバ(１)、サンマ(１)、しらす(１)、タイ(４)、ヒラメ(１)、フグ
(１)、ブリ(２)、マグロ(１)

貝 43
あこや貝の貝柱(１)、アサリ(４、大アサリ(１)を含む)、アワビ(５)、牡蠣(1２、浦
村牡蠣(１)、的矢牡蠣(１)を含む)、シジミ(１)、はまぐり(1９)、ホタテ(１)

海藻 27 あおさのり(１２)、のり(７)、ひじき(２)、もずく(１)、わかめ(５)

その他魚介類 55 伊勢海老(５４)、海老(１)

宝石 10 真珠(10)

山のもの 9

樹木 2 ひのき(２)

きのこ 4 きのこ(１)、しいたけ(３)

その他 3 たけのこ(２)、ジビエ(１)

田畑のもの 224

米、小麦 38
米(３６、コシヒカリ(１)、伊賀米(６)、結びの神(２)を含む)、小麦(２、あやひかり
(１)、ニシノカオリ(１)を含む)

野菜 80

野菜(２)、赤菜(３、松阪赤菜(２)を含む)、かぶ(１)、キャベツ(６)、
きゅうり(２)、小松菜(２)、さつまいも(１)、大根(６、嬉野大根(３)を含む)、
トマト(１０、嬉野のトマト(１)を含む)、なばな(２３、三重なばな(２)を含む)、ニン
ジン(２)、ねぎ(１)、白菜(２)、ブロッコリー(１)、ほうれんそう(３)、まこもたけ
(９)、モロヘイヤ(５)、レタス(１)

果物 55
果物(２)、甘夏(１)、いちご(９)、オレンジ(１)、柿(４、蓮台寺柿(２)を含む)、梨
(６、久居の梨(１)を含む)、ぶどう(５)、
みかん(２６、南紀みかん(１)を含む))、メロン(１)

茶 51
茶(30)、かぶせ茶(６、鈴鹿のかぶせ茶(１)を含む)、抹茶(１)、伊勢茶(９)、
水沢茶(２)、石榑茶(１)、鈴鹿茶(２)

畜産物 87

2 肉(２)

牛 62 牛肉(７)、伊賀牛(７)、紀和牛(１)、松阪牛(４７)

豚 8 豚肉(３)、伊賀豚(１)、岩清水豚(１)、さくらポーク(２)、松阪豚(１)

鶏 8 鶏肉(３)、地鶏(１)、卵(４)

乳製品 6 牛乳(１)、大内山牛乳(５)

その他 1 エスカルゴ(１)

料理など

料理など 6
赤福(１)、とうふ(１)、安永餅(１)、伊勢たくあん(１)、
しぐれ(２、桑名のしぐれ(１)を含む)

その他 ※貝のカキか、果物のカキかわからなかったもの

その他 2 カキ(２)


